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精
神
の
礎
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、「
実
学

の
精
神
」
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
ウ
サ
ギ
の

耳
へ
の
コ
ー
ル
タ
ー
ル
塗
布
に
よ
っ
て

作
出
さ
れ
た
、
世
界
初
の
人
口
癌
標
本

（
市
川
厚
一
・
獣
医
学
）
を
始
め
、
通

底
す
る
農
学
校
精
神
が
い
か
に
華
開
い

て
来
た
か
、
そ
の
歩
み
が
巧
み
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。 

 

学
術
テ
ー
マ
展
示
は
、
北
大
に
お
け

 

北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
は
、
大
学

の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
面
し
た
旧
理

学
部
本
館
を
使
用
し
て
、
一
九
九
九
年

に
発
足
、
今
年
で
開
館
十
周
年
を
迎
え

る
。
こ
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
展
示

を
開
催
す
る
と
共
に
、
収
蔵
資
料
も
大

幅
に
増
加
し
、
北
大
の
顔
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
の
連
載

で
は
、
総
合
博
物
館
の
様
々
な
活
動
や

収
蔵
資
料
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。 

 

総
合
博
物
館
（
旧
理
学
部
本
館
） 

 

ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
と
ゴ
シ
ッ
ク
様
式

の
折
衷
を
試
み
た
、
欧
風
の
堂
々
た
る

外
観
を
呈
す
る
本
館
は
一
九
二
九
年

（
昭
和
四
年
）
の
建
造
。
一
見
、
煉
瓦

造
り
に
見
え
る
が
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
を
貼
っ
た
も

の
で
あ
る
。
総
合
博
物
館
は
、
本
館
正

面
か
ら
南
翼
一
帯
を
主
体
と
し
た
三
階

建
て
で
、
ま
だ
ま
だ
手
狭
な
ス
ペ
ー
ス

な
が
ら
、
膨
大
な
学
術
資
料
群
の
収
蔵

と
、
こ
れ
ら
を
用
い
た
研
究
・
高
等
教

育
、
そ
れ
に
展
示
や
普
及
活
動
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

正
面
玄
関
か
ら
中
央
階
段
を
上
が
る

と
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ド
ー
ム
と
呼

ば
れ
る
吹
き
抜
け
の
ド
ー
ム
空
間
が
あ

る
。
最
上
階
の
ド
ー
ム
壁
面
に
は
、
果

物
（
朝
）、
ヒ
マ
ワ
リ
（
昼
）、
コ
ウ
モ

リ
と
一
番
星
（
夕
方
）、
フ
ク
ロ
ウ
（
夜
）

を
描
い
た
円
形
の
陶
板
レ
リ
ー
フ
が
は

め
込
ま
れ
て
お
り
、
研
究･

教
育
に
は
昼

も
夜
も
無
い
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ

る
膨
大
な
研
究
テ
ー
マ
か
ら
い
く
つ
か

を
紹
介
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
特
に

興
味
深
い
の
は
二
階
の
「
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
」
で
、
連
綿
と
受

け
継
が
れ
、
発
展
し
て
来
た
学
術
標
本

や
実
験
器
具
、
そ
れ
に
校
舎
の
設
計
図

面
や
復
元
模
型
な
ど
が
所
狭
し
と
並
べ

ら
れ
、
知
を
生
み
出
す
母
体
と
な
っ
た

多
く
の
資
料
を
目
に
し
な
が
ら
、
研
究

の
歩
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

て
い
る
。 

 

展
示
室
は
三
つ
の
テ
ー
マ
で
構
成

 

展
示
室
は
三
つ
の
大
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
北
大
歴
史
展
示

と
学
術
テ
ー
マ
展
示
、
学
術
資
料
展
示

で
あ
る
。 

 

北
大
歴
史
展
示
に
は
、
北
大
の
前
身

で
あ
る
札
幌
農
学
校
に
関
す
る
文
書
や

当
時
の
学
生
の
ノ
ー
ト
な
ど
、
建
学
の

 

ま
た
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ラ
ボ
」
と

し
て
、
考
古
学
の
研
究
室
と
収
蔵
庫
が

公
開
さ
れ
て
お
り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化

研
究
の
成
果
と
併
せ
、
研
究
室
や
標
本

庫
の
内
部
の
様
子
を
、
ま
さ
に
生
き
た

状
態
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

学
術
資
料
展
示
は
、
総
合
博
物
館
の

中
核
を
な
す
展
示
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

地
質
鉱
物
・
化
石
・
動
物
骨
格
・
昆
虫
・

植
物
な
ど
の
自
然
史
標
本
と
、
ム
ラ
ー

ジ
ュ
と
呼
ば
れ
る
医
学
研
究
用
患
部
複

製
模
型
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
三
階
に

は
、
長
尾
巧
に
よ
っ
て
一
九
三
三
年
（
昭

和
八
年
）
に
南
樺
太
か
ら
発
掘
さ
れ
た

一
五
〇
〇
万
年
ほ
ど
前
の
大
型
水
生
哺

乳
類
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス
の
全
身
骨
格

（
複
製
）
が
あ
る
他
、
当
時
の
発
掘
映

像
や
記
録
写
真
な
ど
も
残
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
北
海
道
に
は
多
く
の
火
山

や
鉱
山
が
存
在
し
、
北
大
の
フ
ィ
ー
ル

ド
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
研
究

で
収
集
さ
れ
た
鉱
物
・
原
石
な
ど
も
多

数
展
示
さ
れ
て
い
る
。
骨
格
標
本
の
展

示
室
は
、
獣
医
学
部
の
学
生
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
労
作
だ
。 

 

収
蔵
資
料
は
三
百
万
点 

 

総
合
博
物
館
に
は
三
百
万
点
の
学
術

標
本
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
約
一
万

一
千
点
の
タ
イ
プ
（
模
式
標
本
）
が
含

ま
れ
て
い
る
。
北
大
は
札
幌
農
学
校
時

代
の
一
八
九
六
年
（
明
治
二
十
九
年
）、

松
村
松
年
に
よ
っ
て
我
が
国
最
初
の
昆

虫
学
教
室
を
設
置
し
た
。
以
来
、
蓄
積

さ
れ
た
昆
虫
標
本
は
二
百
万
点
を
超

え
、
今
日
も
世
界
各
国
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
絶
え
な
い
。
一
方
、
一
九
〇
三
年

（
明
治
三
十
六
年
）
に
宮
部
金
吾
に
よ

り
植
物
学
教
室
が
発
足
し
て
以
来
、
陸

上
植
物
標
本
庫
に
は
千
島
・
樺
太
産
植

物
を
含
む
約
三
十
五
万
点
の
腊
葉
標
本

群
が
、
藻
類
標
本
庫
に
は
約
十
四
万
点

と
ア
ジ
ア
随
一
の
海
藻
標
本
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
他
に
も
、
標
本
に
基
づ
く
分
類

学
を
重
視
し
た
学
風
が
農
学
校
以
来
の

北
大
に
お
け
る
伝
統
で
あ
り
、
基
礎
学

問
の
研
究
教
育
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
き
た
。
総
合
博
物
館
で
は
、
こ
れ
ら

の
貴
重
な
学
術
標
本
を
整
理
・
登
録
し
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
資
料
目
録
な
ど
に
よ

る
情
報
発
信
を
通
じ
て
、
世
界
中
か
ら

の
研
究
利
用
に
供
す
る
努
力
を
続
け
て

い
る
。 

 

博
物
館
を
支
え
る
人
々 

 

一
方
で
、
こ
う
し
た
学
術
標
本
の
多

く
が
未
整
理
の
状
態
に
あ
る
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
標
本
の
整
理
作
業
は
博
物

館
の
専
任
教
員
だ
け
で
な
く
、
代
々
の

臨
時
職
員
や
学
生
達
、
博
物
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
多
く
の
人
々
の
努
力
に
よ

っ
て
、
地
道
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
来
館
者
対
応
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ

ョ
ッ
プ
、
清
掃
・
警
備
、
広
報
や
管
理

事
務
な
ど
、
博
物
館
活
動
の
日
常
は
、

雑
多
な
業
務
を
預
か
る
事
務
職
や
派

遣
・
請
負
業
者
の
人
々
な
ど
の
目
に
見

え
な
い
努
力
に
よ
っ
て
、
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
き
た
。 

 

展
示
は
総
合
博
物
館
の
顔
で
あ
り
、

研
究
が
そ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
そ
の
根
底
に
は
、
標
本
・
資
料
の

収
蔵
や
整
理
と
い
う
土
台
が
あ
り
、
日

常
を
支
え
る
舞
台
裏
の
存
在
が
あ
る
。

総
合
博
物
館
を
支
え
る
た
め
に
、
多
く

の
無
名
の
人
々
に
よ
る
絶
え
な
い
労
苦

が
続
い
て
い
る
。 

総合博物館
研究支援推進員 

 第 1 回 

北大総合博物館とは

  持田 誠

北海道帝国大学理学部時代の本館。外観は現在と
ほとんど変わらない。（TAISHO絵葉書 持田所蔵）




